



























































は実業の方描へ向いてしまい、明治 20 年(1 887) 5 月に時事新報社を辞めて 9 月
にアメリカへ渡ってしまう。当初の目的は生糸輪出のための調査だったようだが、
渡航後ニューヨークの商業学校に入学して翌年に卒業した。それからヨーロッパ
へ渡って明治 22 年に帰国するが、時事新報社には戻らず三井銀行に入行する 4) 。

















『梨閣の曙』は四舗の翻訳戯曲を集めたものであり、現治 20 年(1887) 1 月に










104 t長i総改良定E草bの仁~，の Bfii総主主対ü (五之治)
これらの粉本については、調査の結果、以下のものであることをつきとめた。
「洋琴調子整」之江 HenryA. Jones, Harmony, London, 1879 
f恋衣乾ぬ聞の諸J= George Soane, The lnnke伊er き Daughteパ London， 1817
「ガイフオークス地雷火奇諮J= George Macfarren, Guy Faux, London, 1822 
「女権拡張情理蚊J= T.A. Palmer, Woman's Rights, London, 1884. 
どれも今日忘れられた作品で、あり、作家もなじみのない名前である。稿者が調べ
得た範閤で、それぞれの作家の情報を簡単に記しておく(情報は、 TheDictionmy 
ofNational Biography と Nicoll (1 952) による)。
へンリー・アーサー・ジョーンズ (HenryAuthor Jones, 1851-1929) 
バッキンガムシャー、グランボロの農夫の家に生まれる。商人として働く中で
演劇を書き始め、 1878 年に初めて自作が上演された。以後多数の作品を書き、
演劇論なども書いた。 代表作は The Liars (1 897) である。「洋琴調子整j の粉本
Harmony は彼のごく初期の作品である。彼は四人の中では最も知られた劇作家で
ある。
ジョージ・ソーン (George Soane, 1790-1860) 
ロンドン生まれ。父は高名な建築家のサー・ジョン・ソーンである。多数の戯
曲と小説を書き、翻訳も行った。「恋衣乾ぬ尚の諸」の粉本 The lnnkeeper き
Daughtel は彼の初めて上演された作品である。
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T.A. パーマー
T. A. Palmer は TheDictionmy 01 National Bわgraphy に項目がなく、稿者には彼
についての伝記的情報を得ることができなかった。 Nicoll (I 952) には彼の作品
リストがあり、 17 の作品が挙がっている (voI. V， pp.511-512)o I女権拡張情理岐j
の粉本砂'omans Rights はそのリストでは最後の作品で、あり、上演は 1882 年となっ
ている。 Nicoll の本文中にはー箇所だけ Palmer が出てくるが、評価はかなり否
定的である (p.148. ここに伝記的な情報はない)。
『梨閣の i曙J の構成としては、習頭に高橋自身による「緒言J があり、次に四
作品の登場人物表がまとめて l置かれ、それから「洋琴調子整J の本文が続いてい
る。各作品の末尾には末松謙澄 6) による短い解説文が付いている。本文の体裁は、












































































招かれ、そこで向鍋と初めて会ったという (p. 114ー 115)。きっかけは書かれてい
ないが、高橋は末松を知るよりも前に原とすでにま見しい間柄だったのである 10) 。


















る日)。会の結成については明治 19 年 8 月 5 日の f時事新報J などで報じられ、
翌日には「韻劇改良会趣意書J と「会員J I賛成員J のリストが同紙上に掲載さ
れた (W歌舞伎新報J 第 687 号や『読売新聞~ w郵便報知新聞』などにも掲載され
ている)。この趣意書も末松の手によるものと考えられている。
先に述べたように、高橋は『務のあと』ニトー「演劇改良の発端J (pp.70-71) 
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で、自分は明治 18 年頃しきりに白木の演劇改良論を唱えて『時事新報J にもこ
れを論述した、という旨の回想をしている。その r時事新報』だが、明治 19 年
の 7 月から 9 月にかけて、五つの演劇改良に関する論説が掲載されている。「劇
場改良の説J I芝居の維新J I演劇改良J I演劇改良論統J I改良劇場の管理J と題
する無署名の論説である lヘ掲載月臼は以下のとおりである。「劇場改良の説j
=7 月 1~3 日、「芝居の維新J = 8 月 9 日、「演劇改良」口 8 月 10 日、 12~13 日、



















8 月初めの「改良会j の結成後、末松はその最初の本格的な活動として、 10 月
3 日、一ツ橋の第一高等中学校講義室長で、行われた文学会例会において「演劇改良
の説J と題する演説を行った。翌日の『時事新報J は「雑報J 轄でこの演説につ
いて簡単に伝え、演説の筆記を掲載する予定であると発表している。その予告ど
110 演員計j改良運動の中の高橋義雄(五之治)













れ、徐々に具体化していった 13)。明治 19 年 10 月 19 B には末松、渋沢栄一、
大倉喜八郎らが集まり、新劇場設立のための資本金募集の相談会を開いた。
翌 20 年 9 月には、「東京劇場会社」の定款、営業見込書まで出来上がった。
しかしながら、計画はそのまま立ち消えになってしまった。
(4) 演劇天覧を実現させた。現治 20 年 4 月、外務大臣井上馨の邸宅の庭に舞台
をしつらえ、明治天皇を迎えて団十郎、菊五郎らによる歌舞伎を上演した。
天覧は 26 日のみであったが、 26 日から四日にわたり、皇后、皇太后、外国
公使らのために上演すと行った。
(4) に関しては、高橋は「私は一新聞記者であるから、闘より之に関与しなかった」
と書いているが(~箸のあと~ p. 116) 附、(1) ~ (3) については高橋もある程度関
与している。主に『第のあとJ に基づき、その点を以下に項目ごとにまとめておく。
日本語・日本文化第 38 号 (2012) ???






















思われる。また、伊藤博文が 19 年の 6 月四日に間十郎、尾上菊五郎と会い、「仲
良くして演劇の改良に努めてほししづと頼むという出来事もあった 1へそのため
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8 月 10 日からの「演劇改良j の筆者は「劇場改良の説J と同一人物と見るべ
きであろう。すなわち高橋であると思われる。まず、文中に「嘗て本紙上にも記
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は改良会発足後のことではなく、改良会の発表前、つまり明治 19 年 8 月 5 日の
少し前だということになる。「頻に芝居改良論を唱へて居たJ というのだから、
それは高橋が『時事新報』紙上に論説を発表していた 7 月から 9 月までのことで
あろう。実はこの期間、末松は山鯨有朋に随行して北海道に行っていた。出発し
たのは改良会発表直後の 8 月 6 日で、帰京したのは 9 月 19 臼である 17)。したがっ




































120 がH矧改災運動の '1" の泌橋三主総， (1J:之治)
清国劇場の設立
第四節でもfIJもって触れておいたが、明治 44 年(1 911)に竣工を迎えた「帝
国劇場」の設立に、高橋は深く関わっている。高橋は『字詰のあと』といくつかの
新聞記事によって、当時のことを自ら伝えてくれている。
『等のあと J 百四十四「帝悶劇場の使命J の記述を信じるなら、帝国劇場設立
の発端は「夜、共J、すなわち高橋とその周囲の人々であった。その始まりは明治






『等のあと』の記述はそれから明治 40 年 2 月の設立総会まで話が飛んでしまう
ので、その間を埋める資料を紹介する。まずは明治 39 年(1 906) 1 月 15 沼と 16
臼の二日にわたって『読売新開』に掲載された記事であるお o r大劇場設立の計
闘(上) (下)J と題された記事で、副題が「高橋義雄氏の談話J となっている0
15 日の「上J は、劇場設立の相談会が隣かれたという報告と、設立の趣旨、資
金計顕を紹介するものである。会には伊藤博文や渋沢栄ーらが出席していたが、




次に、杉浦善三三『帝劇十年史~ (pp.8-15) と帝劇史編纂委員会編 F帝劇の五十
年~ (p. 154) によれば、明治 39 年 10 月 18 日には帝国劇場株式会社の発起人総
会が開かれ、そこで創立委員を決めた(委員長は渋沢栄一)24)012 月には創立事
務所が設立され、翌 40 年 2 月 28 日には創立総会が隣かれた。その際、高橋は芸
術顧問の一人となった。芸術顧問の中には末松謙澄もいた。
ここで『等のあと J の高橋の記述に戻ると、 40 年 2 Jj 28 日の創立総会で新劇
場の建設が本決まりとなったi謀、高橋は「創立趣意書J を執筆したと書いている。
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やはり高橋は計画の主要人物だったのである。また、発起人や役員ではなく芸術
顧問になったのは、三三井鉱山の内規に従ったからだと述べている 25) 。



























都茶会記j W大正茶道記j W等のあと』でで、この時のことを述ベている 27)η)















































1 )明治 20 年前後の口語を用いた翻訳戯曲については、秋庭 (1955) pp.114ー 115、移11
E8 (1961) pp.109-111 を参照。




3) 以下の情報源は高橋義雄の『実業機悔j] (1 915) と『綴のあとj] (1 933) である。
他に中)11 (1996)、熊倉 (1997)、平山 (2005) も参照した。彼の生涯については










6) 末松謙澄は、安政 2 年(1 855) に現在の福!潟県行橋市に生まれた。上京して新聞
記者をした後、政官界の仕事に登用され、明治 11 年にはイギリスに叡学した。ケ
ンブリッジ大学で学f立を取得して 19 ó:r三 4 月に帰国した後は、安僚として活躍した。
伊藤博文との関係が強く、姿は伊藤の次ムーであった。詳しくはH1I論 (2006) p.5 
以下な参照。後述するように、彼は演康IJ改良会のや心人物でもあった。
7) 日原昌造(ひのはらしょうぞう、 1853-1904) は現在の 111 口県下関市出身の教育者
で、俊!怠義塾を含むいくつかの学校で、教鞭を執った後、明治 13 年に横浜正金銀行
に入行し笑業界へと転進した。潔 14 年に波英し約四年ー間ロンドンに滞在した。こ
の!旬、れ1寺事新報』に 11命数通信J >á:寄稿した。~帝国は明治 18 年である。以 i二の
情報は『殴!態義塾史事典Ji p. 729 による。
8) W健児の遜返Jj H:l J援の直接的なきっかけが末松の綴jめであったことについては、l'UI
論 (2006) pp. 6-7 を参照。
9) 金港設については小約 (2003) pp.48-54、お11論 (2006) p. 12 を参照。
10) 高橋と原が来日しかったことを偶わせる別の事実もある。少し後の話だが、高橋は
口ンドン到着陸後に原の i乏男、亮一良lí としばらく向じ家に逗留していたという。『綴
のあとJj pp. 134-135 参照。
11) 本稿では演劇改良会について詳述することは控えたい。詳しくは、秋庭 (1955)p.118
以下、会開(1988) p.432 以下、小植(1988) p. 360 以下を参照。










13) この点については小椴(1988) p.463 以下に詳しい。
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14) のあと』には、三十三 ï:;Jj:上!1:15の天i詩劇J という掌があり、天覧劇についての
情報を提供してくれているが、ここに書かれていることは近代日中村歌右衛門の
『歌布衛門自伝JI (1 935、秋盟関出版部)の一節 (pp.79-84) の引き写しである。
ただし、高橋はこの自伝の序文をさ3いているので、類、IjJrで盗用したわけでーはなさ
そうである。
15) このことは 7 月 6 EI の~J1寺事新報J と 7 )1 11 1:'1 の『郵便報知新聞』で報じられて
いる。倉田 (1988) p.435、同 (2006) p. 113 を参照。




17) 合間縦(1 988) p.439 による。




この演説は当然ながら基本的に「趣意f1JJ Iこ基づいており、改良演劇の 13 指す姿
として「閑雅高尚J 1俊美高尚J という言葉が使われている。また、すでに述べた
ように高橋の『梨悶の|終J には末松による解説が作品ごとに付されているが、そ
の中でも末松は肯定的な劇のj趨を表すのに「俊美高尚J 11装];Jfl 後三定j という言葉を
使っている(向日闘のl昭JI p. 37, p. 104)。おそらく改良会のメンバーの中では、こ
れらはキーワードになっていたのであろう。
20) 高橋の退社後も n時革新報』には「改良劇場の経営は如何J (明治 20 年 7 月 9 日)、
「演劇改良比翼舞台の説J (7 月 25 13) 、「芝居論J (11)1 3 日)、「演劇演芸の改良J




21) この記述は渋沢栄一の n1j'淵田顧録』の記述と概ね一致する (pp. 46--48)。渋沢は
「福沢捨次郎氏災他慶懸義塾出身の人々が意見を纏めて」伊藤に進言したとしてい
る。ちなみに、高橋はうjまかりしころ井上畿の託U~Zで、渋沢らと会い、それが入社試
験のような形になって三井銀行に入行することになった (W綴のあと JI pp.179-
182)。渋沢が「其他波路義塾出身の人々 J として高橋の名前を/:1:\さない理由は分
からないが、特に二人は{中が怒かったわけで‘もなさそうである。 高橋自身は『径
のあと J 百九十「渋沢7初出子経歴談j で渋沢のことを立?いている。
126 演劇l改良運動のゅの潟橋義雄(五之治)
22) この記事は、雑誌『歌舞伎』第 70 号(明治 39 年 2 }j )の 84 Jl:でさらに簡潔に紹
介されている。








24) 渋沢栄ーは『青淵部顧録~ p.47 で、自分は箱根に行っていてその会合に出席でき
なかったので、その罰として委員長に選ばれたのだと言っている。
25) 杉浦幸奪三『情劇 1-年史~ (pp. 11-13) には新劇場会社の役員名簿があり、主芸術顧問









27) W待のあと』四十三「外遊中の知人J (p. 139) 、『東部茶会記~ I献立は去図書'f-薬l床
は七味唐辛(了)三i三月庵J (新校訂版第一分間、 pp. 74ー75) 、『大正茶道記~ I森鴎外J
(大正 11 年 7 )'1 14 日、新校訂版第 2 分冊、 pp.173-176) 。
28) この点については武田 (1995) pp.131-133 を参照。




『梨掴の曙 一名問洋演劇脚本~ (1887)、金港堂、〔復刻版J W リプリント日本近代文学
75 梨闘の桜 一名西洋演劇脚本~ (2006)、国文学研究資料館・王子凡社
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注 (2000) ~東部茶会記~ (ー) ~ (五)、淡交社
『潟象録~ (1912-1920 大正元年~8 年)、〔校訂本〕大波徹也・熊倉功夫・筒井紘一校言]
(1986-1991) W潟象録.高橋移庵日記』巻 1 ~ 8 (巻 9 未刊)、忠文i刻出版
『実業1銭悔~ (1915) 、議文字土
『大正茶道記~ (1920-1926 大正 9 年~ 15 年)、〔新校訂版〕熊倉功夫・原田茂弘校法 (199 1)
『大正茶道記~ (…) ~ (三)、淡交社
『昭和茶道記~ (1927-1937 昭和 2 年~ 12 年)、〔新校訂版〕熊倉功夫・原田茂弘校注 (2002)
~nß和茶道記~ (ー) ~ (二)、淡交社
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Yoshio Takahashi and the Theatre Reformation 
Movement 
Masahiro GONOJI 
Yoshio Takahashi is currently known as a famous practitioner of chado (tea 
ceremony). However, in his youth he published a collection of four translated 
contemporary English plays in a book entitled Rien no Akebono (The Dawn of 
Stageland). This translation is quite unique in that it is one of the earliest attempts 
at translation of westem theater pieces in the Meiji period, though it has been 
largely overlooked up to now. In this article, I point out the peculiarities of that 
work and identity the original English plays that Takahashi chose for translation. 
Next, I describe the role Takahashi played in the engeki-kairyo-undo (theater 
reformation movement), which was brought to a climax in 1886. First, he made 
public his original opinions about the reformation in the newspaper, Jiji-shimpo, 
for which he was writing editorials at the time. Second, he joined the Shibai-
kairyo-kai (Theater Reformation Association) and contributed by exchanging 
opinions with Kencho Suematsu, the central figure of the association, and by 
having persons involved in Kabuki participate. Third, he published Rien no 
Akebono to present a sample of new theater plays entirely different from Kabuki. 
Lastly, I summarize information gathered about Takahashi's later activities 
conceming theater perfonnance. After publishing Rien no Akebono, he quit the 
newspaper company and went to the U.S. and U.K. to gain experience in the busi-
ness world. After returning from the U.K., he worked for several big companies, 
eventually becoming their director. In 1906 he and his acquaintances made a plan 
to establish a new large western-style theater in Tokyo. That theater, Teikoku-
gekijo (Imperial Theater), was completed and opened in 1911. It was the realiza-
tion of a dream of the Shibai-kairyo-kai, which had regarded the establishment of 
a new theater as the most important goal for the refonnation yet had not been suc-
cessful in achieving it at that time. 
